


児童虐待は、子どもに対する重大な権利侵害です。
児童虐待防止法では、保護者が18歳未満の児童に対して行う4つの行為を児童虐待

と定義し、児童への虐待を禁止しています。
児童虐待には、身体的虐待、性的虐待、ネグレクト、心理的虐待があります。
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児童虐待は、子どもに大きな影響を及ぼします。

子どもの身体の成長、心の発達などに悪影響を与えることは科学的にも明らかに
なっています。
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「体罰」は法律で禁止されています。

たとえしつけのためだと親が思っても、身体に、何らかの苦痛を引き起こし、または不
快感を意図的にもたらす行為（罰）である場合は、どんなに軽いものであっても体罰に
該当し、禁止されています。
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お願いしたいことが4つあります。

一つ目は、発見と気づきです。

教育・保育施設等は、日常的に子どもの状況を把握でき、虐待や変化を発見しやすく、
保護者等が相談しやすい等の強みがあります。
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二つ目は、相談・通告です。

虐待が疑われる様子に気づいたら、組織内で情報共有を行い、児童相談所や市に
相談・通告してください。
また、施設だけで解決しようとせず、対応についても相談ください。
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三つめは、継続的な支援です。

子どもが登園を続けられるよう、継続して子どもの心身の観察や声掛け
などの支援をお願いします。
また、関係機関が連絡を取りながら情報を共有し、支援に取り組むこと

が大切です。
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四つ目は、保護者への周知です。
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令和5年度は、各園の御協力を得て、各家庭へ虐待防止を啓発するチラシを配付い

たしました。また、このチラシを各園に備付けいただき、通年にわたり周知に御協力くだ
さいますようお願いいたします。
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本市において児童虐待ケースとして登録され、学校等（幼稚園含む）に
在籍する幼児児童生徒及び保育所に在籍する乳幼児について、対象児童等
の定期的な情報提供のご協力をお願いしています。

9



児童虐待に関する相談先です。

虐待を受けたと思われる子どもや気になる家庭がありましたら、子ども
の利益を一番に考え、ためらわずにすぐに相談・通告してください。

相談者や相談内容に関する秘密は守られます。
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